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１．はじめに  

 本文では，前述の地山パッカ 1)と孔壁保護材 2)を用いた新しい薬液注入技術の現地実証実験結果について報

告する． 

２．実験サイトの概要 

 実験サイトは愛知県津島市莪原町内で，地盤は図 1に示すように地表面から盛土，シルト，シルト混り砂層

が堆積する．地下水位は GL-1.1m である．改良対象とするシルト混り砂層は，GL-2m～-4m に有機土を含み，

GL-5m 以深ではシルトを層状に含む．図 2 にシルト混り砂の粒径加積曲線を示し，表 1に物理特性を示す． 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３．実験方法 

図 3に改良平面・断面図を示す．実験は本技術にて改良

A,B の二種類仕様にて改良体を造成し，比較のため二重管

ダブルパッカ工法による改良体も造成した．表 1に改良仕

様を示す．本工法の注入速度は現地注水試験結果より注入

速度に比例して注入圧力が増加する浸透形態にて設定し，

毎分 7 ﾘｯﾄﾙとした．一方，二重管ダブルパッカ工法では試

験ポイントの一部に毎分 3 ﾘｯﾄﾙを超えた注入速度にて注入

圧力の低下が確認されため，毎分 3～5 ﾘｯﾄﾙとした．また，  
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表 1 物理特性(シルト混り砂) 

平面図 

A-A 断面図 

図 3 改良平面・断面図 
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薬液名 シリカ濃度

改良A GL-2m～GL-6m 鉛直 100 2.5 8%

改良B GL-2m～GL-4m 斜め(60°) 70 2.5 5%

改良DP GL-2m～GL-6m 鉛直 70 1.0 5%

改良直径
(m)

特殊
シリカ液

改良ケース 改良計画深度 削孔角度
改良率

(%)
使用薬液

表 1 改良仕様一覧 
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注入率は事前調査結果に基づき 40.5%とした．注入完了後，材令 28 日にて GL-3m まで発掘し，改良体の出来

形を確認するとともに改良体の乱さない試料を採取し，種々の力学試験を実施した．なお，改良体試料は，発

掘改良体はブロックサンプリング，発掘以深の改良体はロータリー式三重管サンプラーにて採取した． 

４．実験結果  

 写真 1に改良体の発掘

写真を示す．造成した改

良体は，改良 A,B とも計

画改良直径 2.5m を満足

し，改良体表面には未固

結部は見られない．また，

改良Bにおける改良体接

円部に欠損は見られない． 

 図 4に改良体の一軸圧 

縮強さの深度分布を示す． 

GL-3～-4m および GL-5m～-6m
の改良供試体では，有機土およ

びシルトが多く混入していたこ

とから一軸圧縮強さのバラツキ

が大きい．一軸圧縮強さの平均

は，改良 A で 104kPa，改良 B
で 56kPa であった． 

図 5に繰返し三軸圧縮試験よ

り得られた繰返し応力振幅比と

繰返し回数の関係を示す．同図

には，ロータリー式三重管サン

プラーにて採取した未改良砂の

結果も示している．試験時の有

効拘束圧は改良 A で 50kPa，改 
良 B で 30kPa である．液状化強度比 RL20（20 回の繰返しせん断によって軸ひずみ両振幅が 5%に達するような

せん断応力振幅比）は，改良 A にて改良体が 1.15，未改良砂が 0.38，改良 B にて改良体が 1.05，未改良砂が

0.34 となっており，改良体の液状化強度比は未改良砂の約 3 倍となっている． 
５．まとめ 

 本技術の現地への適用性を確認するためシルト混り砂地盤を対象に現地実証実験を実施した．実験の結果， 

本技術では薬液注入時の注入管周りからの薬液の逸走は確認されず，改良体の出来形は計画改良径(直径 2.5m)
を満足した．改良体の一軸圧縮強さは有機土，シルトが混入によりバラツキがあるものの改良体の液状化強度

比は未改良砂の 3 倍程度となり，液状化対策等の地盤改良に有効であることが確認された． 
本実験では，改良効果の見える化を目的として原位置試験，非破壊探査等による評価手法についても検討し

ており，今後は，調査・設計・施工管理手法を含めた施工技術の確立を目指す． 
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写真 1 改良体発掘写真（左：改良 A，右：改良 B） 

図 4 一軸圧縮強さの深度分布 
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図 5 繰返し応力振幅比と繰返し回数 
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